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楽
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始
開

　

数
、
は
に
地
定
予
事
工
な
大
広
る
わ
関
に
業
事
連
関
ム
ダ
楽
設

さ
残
を
録
記
、
い
な
行
を
査
調
掘
発
に
前
事
、
は
て
い
つ
に
囲
範

。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な

　

解
理
ご
に
様
皆
の
元
地
、
は
に
う
行
に
滑
円
を
査
調
。
す
ま
い
な

。
す
ま
い
て
え
考
と
事
大
も
最
が
と
こ
く
頂
を

　

も
に
様
皆
の
町
を
ど
な
果
成
査
調
、
め
じ
は
を
紙
本
、
は
後
今

げ
上
し
申
い
願
お
く
し
ろ
よ
、
卒
何
。
す
で
定
予
る
す
せ
ら
知
お

。
す
ま

て
い
つ
に
財
化
文
蔵
埋

　

　

の
護
保
上
律
法
、
で
と
こ
の
財
化
文
る
す
在
存
に
中
地
、
は
と
財
化
文
蔵
埋

。
す
ま
れ
わ
い
と
跡
遺
は
地
象

　

な
器
土
（
物
遺
び
よ
お
）
の
も
い
な
せ
か
動
ど
な
跡
物
建
（
構
遺
、
は
跡
遺

の
も
る
せ
か
動
ど

)

遺
、
や
類
種
の
そ
、
は
物
遺
や
構
遺
。
す
ま
れ
ら
け
分
に

は
れ
そ
。
す
で
要
重
も
て
と、
が
か
の
る
い
て
し
在
存
に
う
よ
の
ど
で
中
の
跡

、

。
す
で
ら
か
る
な
と
拠
証
な
事
大
、
で
上
る
え
考
を
会
社
や
化
文
の
時
当

　

が
事
工
に
ず
れ
さ
査
調
、
が
す
ま
り
あ
は
で
財
化
文
蔵
埋
い
な
の
え
が
け
か

古
考
に
前
の
そ
。
す
ま
い
ま
し
て
れ
わ
失
が
拠
証
な
重
貴
、
と
る
れ
わ
な
行

、
て
し
と
拠
証
な
事
大
、
ば
れ
き
で
が
と
こ
う
な
行
を
録
記
・
査
調
で
法
手
的
学

す
残
も
後
今

(

る
す
護
保

)

。
す
で
の
る
き
で
も
と
こ
る
す
用
活
、
き
で
が
と
こ

万瀬西地・東地
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範囲確認調査が行なわれた遺跡

今年度本調査が行なわれる遺跡
本調査が行なわれた遺跡

0 5km(1/50,000)

川向東貝津

田口シウキ

本紙関連遺跡の位置図（国土地理院刊行 2万５千分の１地形図「田口」を 50%に縮小）

川向東貝津遺跡での調査の様子
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○
中な
か
む
ら村

遺
跡
（
縄
文
・
平
安
〜
室
町
）　

標
高
４
４
０
〜
４
７
０
メ
ー
ト
ル
の
、
境
川
右
岸

の
河
岸
段
丘
上
か
ら
山
麓
に
か
け
て
立
地
し
て
い
ま
す
。
二
十
一
年
度
の
調
査
で
は
、
平
安

時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺
物
が
出
土
し
、
土
坑
な
ど
の
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

調
査
で
は
、
礎
石
と
考
え
ら
れ
る
礫
の
出
土
や
、
加
工
痕
が
残
る
木
材
も
出
土
し
ま
し
た
。

○
滝た
き
せ瀬

遺
跡
（
縄
文
・
室
町
・[

戦
国]

）　

標
高
４
２
０
〜
４
３
８
メ
ー
ト
ル
の
、
境
川
右

岸
の
河
岸
段
丘
上
か
ら
斜
面
地
に
か
け
て
位
置
し
て
い
ま
す
。
十
九
年
度
の
調
査
で
は
縄
文

土
器
・
打
製
石
斧
な
ど
の
石
器
が
出
土
し
た
ほ
か
、
土
坑
お
よ
び
竪
穴
建
物
跡
の
可
能
性
が

あ
る
遺
構
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
十
四
年
度
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
や
石

器
類
が
出
土
し
、
土
坑
な
ど
の
遺
構
の
存
在
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
八や
つ
は
し
や
わ
せ

橋
谷
合
遺
跡
（
平
安
）　
標
高
４
６
０
〜
４
７
５
メ
ー
ト
ル
の
、
境
川
右
岸
の
河
岸
段

丘
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
二
十
一
年
度
の
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
の
陶
磁
器
類
の
ほ
か
、

石
積
列
の
あ
る
平
坦
面
や
建
物
跡
の
根
石
な
ど
も
見
つ
か
っ
た
。

○
八や
つ
は
し
お
お
び
ら

橋
大
平
遺
跡
（
縄
文
・
平
安
）　

標
高
４
２
５
〜
４
４
５
メ
ー
ト
ル
の
、
長
江
川
右
岸

の
山
麓
緩
斜
面
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
十
九
年
度
の
調
査
で
は
、
平
安
時
代
の
灰
釉
陶
器
片

や
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
陶
器
片
な
ど
が
採
集
さ
れ
ま
し
た
。

○
大お
お
さ
き崎
遺
跡
（
縄
文
・
平
安
・
戦
国
）　

標
高
３
６
３
〜
３
７
８
メ
ー
ト
ル
の
、
境
川
左
岸

の
緩
く
傾
斜
す
る
平
坦
面
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
十
九
年
度
の
調
査
で
は
、
時
期
は
不
明
で

あ
り
ま
す
が
、
土
坑
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
縄
文
土
器
・
石
鏃
・
平
安
時
代
の
灰
釉
陶
器
・

室
町
時
代
の
古
瀬
戸
・
江
戸
時
代
の
陶
器
片
が
出
土
し
ま
し
た
。　

○
田た
ぐ
ち口

シ
ウ
キ
遺
跡
（
平
安
〜
室
町
）　

標
高
４
４
０
〜
４
６
０
メ
ー
ト
ル
の
、
江
ク
沢
川

に
面
し
た
緩
斜
面
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
二
十
一
年
度
の
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
よ
り
古
い

時
代
の
土
坑
が
見
つ
か
っ
た
ほ
か
、
江
戸
時
代
の
土
坑
・
溝
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

○
大お
お
な
ぐ
ら

名
倉
遺
跡
（
縄
文
・[

弥
生]

・
平
安
〜
戦
国
）　

標
高
４
２
８
〜
４
４
８
メ
ー
ト
ル
の
、

豊
川
（
寒
狭
川
）
右
岸
の
河
岸
段
丘
か
ら
山
麓
傾
斜
面
に
か
け
て
立
地
し
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
下
谷
遺
跡
と
言
わ
れ
て
い
た
大
名
倉
遺
跡
は
、
早
稲
田
大
学
が
昭
和
四
十
三
年
に
調

査
を
行
っ
た
遺
跡
で
、
河
岸
段
丘
上
で
は
、
縄
文
時
代
の
遺
構
・
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た

が
、
大
名
倉
遺
跡
の
範
囲
は
、
よ
り
山
側
の
高
い
区
域
に
ま
で
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
九
年
度
の
調
査
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
陶
器
片
が
採
集
さ
れ
ま
し
た
。
二
十

年
度
の
調
査
で
は
縄
文
土
器
・
石
器
を
含
む
遺
物
包
含
層
が
見
つ
か
り
、
土
坑
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
二
十
五
年
度
の
調
査
で
は
、
平
場
で
土
坑
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
囲
か
ら
は
江
戸
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
た
よ
う
で
す
。

○
大お
お
な
ぐ
ら
ま
る
や
ま

名
倉
丸
山
遺
跡
（
戦
国
）　
標
高
３
８
６
メ
ー
ト
ル
の
豊
川
（
寒
狭
川
）
左
岸
の
河
岸

段
丘
上
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
十
八
年
度
の
調
査
で
は
、
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
遺
物
包

含
層
が
確
認
さ
れ
た
周
囲
か
ら
鉄
滓
（
鉄
器
生
産
の
際
に
出
る
屑
）
を
採
集
し
ま
し
た
。

川か
わ
む
き
ひ
が
し
が
い
つ

向
東
貝
津
遺
跡
の
発
掘
調
査

　

平
成
二
十
二
年
度
に
は
、
川
向
東
貝
津
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査

成
果
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

遺
跡
は
、
標
高
３
７
０
〜
３
８
０
メ
ー
ト
ル
の
、
境
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
て

い
ま
す
。
愛
知
県
教
育
委
員
会
の
分
布
調
査
報
告
で
は
、
縄
文
時
代
お
よ
び
平
安
時
代
末
か

ら
鎌
倉
時
代
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
間
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
か
ら
翌

二
十
三
年
の
一
月
ま
で
行
な
わ
れ
、
遺
跡
範
囲
の
北
半
分
３
８
４
平
方
メ
ー
ト
ル
が
調
査
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
区
は
、
山
側
の
傾
斜
面
か
ら
緩
斜
面
へ
と
変
化
す
る
場
所
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
山
側
傾
斜
面
で
は
土
砂
の
堆
積
が
著
し
く
、
江
戸
時
代
末
頃
の
遺
物
が
わ

ず
か
に
出
土
し
ま
し
た
。
一
方
、
緩
斜
面
側
で
は
、
縄
文
土
器
三
十
片
ほ
ど
と
、
時
期
不
明

な
が
ら
土
坑
が
五
基
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
遺
構
に
、
土
器
埋
設
遺
構
が
あ
り
ま
す
。
調
査
で
は
、
掘
り
込
み
な
ど

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
本
来
は
土
坑
の
中
に
埋
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
土
器
の
器
形
は
深
鉢
で
、
現
存
す
る
状
態
で
、
径
約
３
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
器
高

も
約
３
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
た
。
口
縁
部
が
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、
後
世
の
活
動

に
よ
る
も
の
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
底
部
も
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
縄
文

時
代
の
ヒ
ト
た
ち
が
埋
設
す
る
際
に
意
図
的
に
打
ち
欠
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
器

埋
設
遺
構
に
つ
い
て
は
、
幼
児
な
ど
の
埋
葬
に
用
い
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
貯
蔵
用
に
用
い

ら
れ
た
の
か
な
ど
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
前
者
の
意
見
が
多
い
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
当
遺
跡
を
基
と
し
て
、
縄
文
時
代
の
ヒ
ト
た
ち
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

こ
の
土
器
埋
設
遺
構
に
使
わ
れ
た
深
鉢
は
、
縄
文
時
代
の
後
期
の
最
も
古
い
段
階
に
属
し

ま
す
。
今
か
ら
約
四
千
年
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

川向東貝津遺跡全景（西より）

土器埋設遺構の検出状況

★

★の場所が、土器埋設遺構の検出地点

　沈線に囲まれた中に、縄目が施されている縄文土器です。沈線は曲線

を描き、平行する弧状などが土器の胴部全体に施されています。口縁は、

緩やかな波状を呈しています。

礫が詰められた土坑

こ
れ
ま
で
の
調
査

　

設
楽
ダ
ム
に
関
連
す
る
調
査
は
こ
れ
ま
で
に
も
行
な
わ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は

遺
跡
の
有
無
確
認
お
よ
び
範
囲
確
認
調
査
と
い
う
、
い
わ
ば
予
備
調
査
が
中
心
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
調
査
は
、
限
ら
れ
た
面
積
の
試
し
掘
り
な
の
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た
内
容
も
断
片
的

で
す
。
今
後
行
な
わ
れ
る
本
調
査
で
明
ら
か
と
な
る
内
容
と
は
、大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
範
囲
確
認
調
査
が
行
わ
れ
た
遺
跡
は
、
次
の
通
り
で
す
。

平
成
十
八
年
度
：
小
松
【
笹
平
遺
跡
】、
川
向
【
川
向
東
貝
津
遺
跡
】、

　
　
　
　
　
　
　

大
名
倉
【
大
名
倉
丸
山
遺
跡
】

平
成
十
九
年
度
：
八
橋
【
滝
瀬
遺
跡
、
八
橋
大
平
遺
跡
】、
田
口
【
大
崎
遺
跡
】、

　
　
　
　
　
　
　

大
名
倉
【
大
名
倉
遺
跡
】

平
成
二
十
年
度
：
小
松
【
笹
平
遺
跡
】、
川
向
【
万
瀬
遺
跡
】、
大
名
倉
【
大
名
倉
遺
跡
】

平
成
二
十
一
年
度
：
川
向
【
万
瀬
遺
跡
】、
八
橋
【
中
村
遺
跡
、
八
橋
谷
合
遺
跡
】、

　
　
　
　
　
　
　

田
口
【
田
口
シ
ウ
キ
遺
跡
】

平
成
二
十
四
年
度
：
八
橋
【
滝
瀬
遺
跡
】、
大
名
倉
【
西
地
・
東
地
遺
跡
】

平
成
二
十
五
年
度
：
川
向
【
万
瀬
遺
跡
】、
八
橋
【
滝
瀬
遺
跡
】、

　
　
　
　
　
　
　

大
名
倉
【
大
名
倉
遺
跡
、
西
地
・
東
地
遺
跡
】

　

以
上
の
調
査
の
所
見
を
遺
跡
別
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
川
向
の
万
瀬

遺
跡
と
、
大
名
倉
の
西
地
・
東
地
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
後
で
述
べ
ま
す
。
な
お
、
遺
跡
名
下

の
（　

）
は
、
県
教
育
委
員
会
の
分
布
調
査
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
時
期
で
す
。

○
笹さ
さ
だ
い
ら平
遺
跡
（
縄
文
・
弥
生
・
平
安
）　

標
高
３
９
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
、
境
川
左
岸
段
丘

上
の
平
坦
地
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
十
八
年
度
の
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
の
陶
器
片
を
含
む

落
ち
込
み
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
二
十
年
度
調
査
で
は
、
土
器
・
石
器
を
含
む
、
縄
文
時

代
の
遺
物
包
含
層
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
期
不
詳
で
は
あ
り
ま
す
が
、
土
坑
・

溝
な
ど
の
ほ
か
、
竪
穴
建
物
跡
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
焼
土
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
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No.1

査
調
本
の
度
年
六
十
二
成
平　

　

を
跡
遺
地
東
・
地
西
の
倉
名
大
、
と
跡
遺
瀬
万
の
向
川
、
は
度
年
本

。
す
ま
し
介
紹
て
い
つ
に
跡
遺
二
の
こ
、
で
の
す
ま
し
査
調○

万
瀬

　

十
二
。
す
ま
い
て
し
地
立
に
面
斜
傾
麓
山
の
き
向
東
の
岸
右
川
境
、
の
ル

・
器
陶
釉
灰
、
で
内
地
畑
の
側
北
地
査
調
、
は
で
査
調
認
確
囲
範
の
度
年

度
年
一
十
二
。
す
ま
い
て
れ
さ
集
採
が
片
器
石
び
よ
お
、
片
破
の
碗
茶
山

よ
お
層
含
包
物
遺
の
て
け
か
に
代
時
戸
江
ら
か
代
時
国
戦
、
も
で
査
調
の

で
査
調
認
確
囲
範
の
度
年
五
十
二
。
た
し
ま
り
か
つ
見
が
物
遺
・
構
遺
び

か
に
代
時
戸
江
ら
か
代
時
国
戦
、
で
地
坦
平
の
際
面
斜
西
北
の
跡
遺
、
も

央
中
の
囲
範
跡
遺
、
に
ら
さ
。
た
し
ま
れ
さ
認
確
が
物
遺
・
構
遺
の
て
け

。
た
し
ま
し
土
出
が
器
石
・
器
土
文
縄
、
は
で
際
面
斜
側
北
や

　

知
愛
、
は
当
担
。
す
ま
し
始
開
ら
か
月
７
は
査
調
。
す
ま
り
な
と
象
対
査

 

。
す
で
貴
正
木
鈴
の
員
門
専
任
主

　
○
西
地
・
東
地

　

確
囲
範
の
度
年
四
十
二

ま
し
土
出
が
片
器
土
文
縄
ら
か
坑
土
、
で
側
西
の
地
査
調
、
は
で
査
調
認

査
調
。
す
ま
い
て
し
土
出
も
物
遺
の
代
時
戸
江
や
代
時
国
戦
。
す
ま
い
て

度
年
五
十
二
、
た
ま
。
た
し
ま
し
土
出
が
ど
な
片
器
陶
の
代
時
戸
江
や
碗

出
も
銭
宋
の
代
時
町
室
、
や
鏃
石
の
代
時
文
縄
、
も
で
査
調
認
確
囲
範
の

。
た
し
ま
し
土

　

当
担
。
す
ま
し
始
開
ら
か
末
月
５
は
査
調
。
す
ま
り
な
と
象
対
査
調
が
ル

 

。
す
で
暁
和
添
川
の
任
主
究
研
査
調

　

万瀬遺跡近景（西より）

西地・東地遺跡近景（東より）
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